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初年次必修の一般情報教育科目の新カリキュラムについて

白井詩沙香（大阪大学サイバーメディアセンター）

1. はじめに

本学では、 2019年度に初年次必修の一般情報教育

科目においてカリキュラム改革を行い、文系学部向

けの科目として「情報社会基礎」を、理系学部向け

の科目として「情報科学基礎」を開講した。本授業

は、全学教育推淮機構を開講部局とし、サイバーメ

ディアセンターが授業カリキュラムの策定・授業教

材の提供等を行なっている。これまでの初年次必修

の一般情報教育科目では、各学部学科で独白の内容

を扱ってきたが、新カリキュラムでは“高度情報化

社会の構成員として大学生にふさわしい情報社会の

原理・本質・価値・限界・可能性等を理解し、これ

を使いこなす対応力を修得すること,,を授業目標と

して、全学統一の授業内容を実施している。本稿で

は、新カリキュラムの概要および 2019年度の実施状

況について紹介する。

2. 授業概要

本授叢は、旧カリキュラムではセメスター科目（前

期開講）として実施されてきたが、新カリキュラム

は、ターム科目（春学期開講）として開講される。

全 15回の授業のうち、 偶数回がオンライン授業、

奇数回が対面授叢として開講され、 1週間のうちに、

対面授叢・オンライン授業の 2回が実施される。こ

の開講形態を活かし、オンライン授叢では講義動画

を中心とした知識習得型の授業を、対面授党では演

習型授業を実施し、反転学習のようにオンライン授

叢で得た知識を対面授叢の演習で定着させる授叢設

計となっている 10 

2019年度の授叢計画を表 1に示す。コアとなる学

習項目は、情報処理学会が策定した GEBOK[I]と呼

ばれる一般情報処理教育の知識体系を参考に選定し

ている。「情報社会基礎」「情報科学基礎」の違いは、

l ォンライン授業は仝学共通でサイバーメディアセンターが提供す

る授業を実施するが、対面授業ば学科独ビの授業を行ってもよいこと

となっている。

表 1 2019年度の授業計画

回 情報社会基礎 情報科学基礎
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ガイダンス

メディアとコミュニケーション

メディアとコミュニケーション

情報のディジタル化とコンピューティングの要素と構成

情報のディジタル化とコンピューティングの嬰素と構成

情報ネットワークと情報セキュリティ

情報ネットワークと情報セキュリティ

中間テスト＋復習講義

プログラミング演習

またはデータ科学入門

インターネソトサービスの仕組み

インターネットサービスの什組み

プログラミング演習

(9~13) 

14 礼会で利用される情報技術 ィンターネットサービスの仕組み

15 期末テスト

偶数回：オンライン授業、奇数回：対面授業

2019年度はプログラミング演習の内容と開講回数

のみで、それ以外は共通の内容となっている。また、

「情報社会基礎Jでは、「プログラミング演習」と「デ

ータ科学入門」を学科で選択できるようになってお

り、「データ科学入門」の授業カリキュラムおよび授

業教材については、数理・データ科学教育センター

にて開発いただいている。また、総合図書館の協力

を得て、図書館ガイダンスのオンライン教材を開発

いただき、両科目の課趙として実施した。

3. 授業教材および学習支援環境

対面授業・オンライン授業ともに、講義動画・教

材の配布や学習管理は、学習管理システム (Learning

Management System, LMS)である BlackboardLearnを

利用し、インターネットが利用できる環坑であれば、

場所を選ばずに学習ができるようにしている。授業

課趙についても、サイバーメディアセンターが LMS

を通じて提供している情報倫理教材（「情報倫理デジ
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タルビデオ[2]」、「INFOSS情報倫理[3]」、「キーワー

ドで学ぶ最新情報トピックス[4]」）を用いた。また、

Microsoft Officeの学習については、高等学校までの

活用状況により学生の習熟度に差があるため、授業

時間外に各白のレベルに応じて白学白習ができるよ

うナレロー[5]という MicrosoftOfficeの白学白習シ

ステムを提供した。

対面授業の演習では、情報のディジタル化の仕組

みや情報ネットワーク、公開鍵賠号方式の仕組みな

どを、体験的に学べる Webアプリケーションによる

学習支援ツールを用いた[6]。

4. 2019年度の実施状況

著者が担当した文学部の「情報社会基礎」を対象

に、新カリキュラムの実施状況を紹介したい。 2019

年度の受講者数は再履修生を含めて 187名で、例年

通り 3クラス・ 3名の教員に分かれて同時並行で授

業を行った。文学部では、サイバーメディアセンタ

ーが提供するモデル授業に従って、授業を実施した。

全授業に出席した受講生のうち、同意が得られた

58名の毎授業後の主観評価アンケートを分析した

結果、分量・教材・説明に関する満足度や主観的理

解度・総合満足度の評価は総じて高い結果となった

[6]。特に、主観的理解度の結果は、オンライン授業

に比べ、ペアとなる対面授業の評価が高くなってお

り、このことからも反転学習的アプローチの有効性

が示唆された。一方、表 2に示す全授業後の感想に

もあるように、難易度の調整が必要であることが示

された。受講生・授叢担当教員のフィードバックを

もとに、 2020年度の授業教材の改善を進めている。

5. おわりに

本稿では、 2019年度にカリキュラム改革が行われ

た初年次必修の全学共通教育科目の一般情報教育科

目「情報社会基礎」「情報科学基礎」の概要および

2019年度の実施状況について紹介した。引き続き、

講義動画・授業スライド等の教材の改善を進め、本

講義が、高度情報化社会に生きる学生に必要な情報

リテラシー修得の一助となるよう努めていきたい。
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表 2 白由記述による感想（一部抜粋）

授業全体を通して

謝辞

15回の授業を通して、対面授業だけでなく e-

learningの授業があったことが自分の理解を深めた

と思っています。自宅で時間制限なく内容をチェ

ックできたので、よかったです。

内容は難しいと感じましたが、非常に役に古つと

も思いました。

e-learning教材に一部説明が曖昧で理解の難しいと

ころもあったが、対面授業に関しては十分理解し

やすく満足している。

全休的に難しい内容が多かったけれど、社会に出

たときに役に古つ情報ばかりだったので、学べて

よかった。

新カリキュラムの実施にあたり、全学教育推淮機

構、総合図書館、数理・データ科学教育センター、

授業担当の先生方、情報基盤課教育系システム班の

みなさまのご協カ・ご支援を心から感謝申し上げま

す。
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